
○ 全 国 専 修 学 校 一 般 課 程 各 種 学 校 協 会 	

令 和 ３ 年 度 第 ２ ３ 回 定 例 総 会 ・ 研 修 会 を 開

催 	
 
	 6 月 8 日 、 東 京 都 ・ ア ル カ デ ィ ア 市 ヶ 谷 を 会 場 と し て 、

全 国 専 修 学 校 一 般 課 程 各 種 学 校 協 会 令 和 3 年 度 第 2 3 回 定

例 総 会 を 開 催 。 昨 年 度 は コ ロ ナ 禍 に よ り 書 面 で の 開 催 と な

っ た が 、 今 年 度 は オ ン ラ イ ン を 併 用 し て 開 催 し た 。 出 席 者

は 7 9 名 （ 委 任 状 を 含 む ）。 細 野 美 貴 会 長 が 開 会 あ い さ つ を

述 べ た 後 、議 長 選 出 は 会 則 に し た が い 細 野 美 貴 会 長 を 選 出 。

議 長 が 会 議 の 有 効 な 成 立 を 確 認 し 、 議 事 録 署 名 人 に 東 京 都

の 守 谷 た つ み 理 事 と 富 山 県 の 瀬 尾 和 子 理 事 が 選 出 さ れ 、 議

事 に 入 っ た 。  
【 第 1 号 議 案 	 令 和 2 年 度 事 業 報 告 】  
【 第 2 号 議 案 	 令 和 2 年 度 決 算 報 告 な ら び に 監 査 報 告 】  
	 第 1 号 議 案 、 第 2 号 議 案 は 一 括 審 議 を 行 っ た 。 第 1 号 議

案 で は 、 配 布 資 料 に 基 づ き 、 事 務 局 が 定 例 総 会 ・ 理 事 会 、

生 涯 学 習 認 定 委 員 会 の 開 催 、 生 涯 学 習 カ レ ッ ジ 認 定 講 座 申

請 状 況 ・ 運 営 要 項 の 作 成 ・ 送 付 に つ い て 説 明 。 第 2 号 議 案

で は 、 配 布 資 料 に 基 づ き 、 事 務 局 が 収 支 計 算 書 の 科 目 内 容

を 説 明 。 続 い て 、 白 岩 直 明 監 事 が 全 て 適 正 で あ る と 監 査 報

告 を 行 っ た 。 両 議 案 に 関 し て は 、 特 に 質 疑 は な く 、 出 席 者

全 員 が 拍 手 承 認 し た 。  
【 第 3 号 議 案 	 令 和 3 年 度 事 業 計 画 案 】  
【 第 4 号 議 案 	 令 和 3 年 度 収 支 予 算 案 】  
	 第 3 号 議 案 、 第 4 号 議 案 は 一 括 審 議 を 行 っ た 。 第 3 号 議

案 は 事 務 局 が 運 動 方 針 で あ る 、 生 涯 学 習 ニ ー ズ へ の 取 組 の

推 進 、 行 政 を 含 む 地 域 に お け る 連 携 、 学 習 成 果 の 社 会 的 評

価 の 向 上 、 専 修 学 校 一 般 課 程 及 び 各 種 学 校 の 社 会 へ の 発 信

力 の 強 化 、 学 校 評 価 と 情 報 公 開 へ の 取 組 の 推 進 、 今 後 の 運

営 に つ い て ： 共 通 課 題 の 認 識 の 共 有 化 を 図 る 、 都 道 府 県 か

ら の 補 助 金 等 を 含 め た 収 益 事 業 ・ 付 帯 事 業 の 研 究 な ら び に

事 例 収 集 を 図 る 、 な ど を 説 明 。 定 例 総 会 終 了 後 に 開 催 し て

い る 研 修 会 は 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 予 防 対 応 と し て 、

開 催 時 期 を 第 4 回 理 事 会 の 開 催 時 期 で あ る 令 和 4 年 2 月 に

延 期 す る こ と を 決 定 し た 旨 報 告 し た 。  
第 4 号 議 案 は 事 務 局 が 配 布 資 料 に 基 づ き 、 各 科 目 の 内 容

等 に つ い て 説 明 し た 。両 議 案 に 関 し て は 、特 に 質 疑 は な く 、

出 席 者 全 員 異 議 な く 拍 手 承 認 し た 。  
	 議 長 が 全 議 案 の 原 案 ・ 提 案 ど お り の 承 認 を 確 認 し 、 総 会

の 全 日 程 を 終 了 し た 。  
 


